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活動の目的

■長期成果

家庭環境などに困難を抱える小中学生に以下の変化をもたらすこと。
・希望する進路に進むために必要程度の基礎学力の向上
・健康の増進と社会性の向上
・精神の安定と自己肯定感の向上
上記のプラスの変化を遂げ、困難に影響されず志望校合格など希望する進路に進むことができる子どもを育成する
こと

■申請書の活動概要＜150～200字＞

経済的困難を抱える小中学生を対象とした食事つき無
料塾「ステップアップ塾」（http://stepup-unesco.com/）
の運営を通じて教育格差の根本的な要因とも言える
「学力」「健康」「つながり」「心」にカリキュラムを充て、
教育格差の解消に取り組む。今まで小学校低学年（A
クラス：小1～小3年生）は対象外であったが、彼らに対
しても当塾の門戸を開いてほしいという地域からの要
望があったため、2017年度からはAクラスとBクラス（小
4～中3年生）を対象に設定。大家族的な塾サービス
を、広く提供する。

■活動目標
家庭の経済的社会的困難な状況や家庭不和等に影響されることなく、全ての子どもたちが平等な教育の機会を得ら
れている「教育格差」が解消された社会

■申請書のスケジュール ■各スケジュールごとの活動内容

2017年9月2日（土）～2018
年8月30日（木）

※毎週木曜日に通常授業
   を実施（全40回）
※土曜日を利用して課外
   授業を実施（全7回）

2017年9月2日（土）～2018年8月30日（木）

・毎週木曜日に通常授業（学習指導と食事の提供、
  SSTを取り入れたワークショップ）を実施（全40回）
・土曜日を利用して、清掃活動やハイキングなどの
  課外授業を実施（全7回）
・その他、希望者は精神保健福祉士のスタッフによる
  個別カウンセリングを実施（予約制・年5～10回程度）
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活動名
教育格差にココロで向き合う無料塾

「ステップアップ塾」

NPO法人　維新隊ユネスコクラブ

経済的困難を抱える子どもを支援する活動

①学習支援活動

※長期成果とは、活動目標に向かって継続的な事業を進める中で将来得られる活動成果とします。

■活動風景

受験生にマンツーマンで指導に当たります
クリスマス会は先生の演奏とケーキで楽しい時間を過ごしま

した
課外授業の清掃活動はチームに分かれて対抗戦で

行います

画像1

〒 160ー0023
（住所）東京都新宿区西新宿7-16-1石原ビル201
（団体名）NPO法人維新隊ユネスコクラブ
（ホームページ）：http://ishintai.org/
（ステップアップ塾ホームページ）：https://stepup-unesco.com/

助成金額 　　980,000円

助成期間

H29.9.1～H30.8.31

■上期の成果と下半期に向けた改善点

＜上半期の成果＞
1）高校受験に挑戦した塾生全員(5人)が、合格することができ
   た。また第一志望校ではなかったにせよ、私立高校の特待
   生として合格を果たした塾生もいた。
2）2017年度塾生45名のうち、卒業生7名を除いた38名中27名
  が次年度も継続して参加することを希望したことから、満足
  度の高さがうかがえた。
3）助成をいただいたことで運営に余裕ができ、プロボノ支援
  を受けるに至った。結果、運営の効率化（小テストの自動作
  成システム、出欠状況の保護者への自動連絡システムの
  構築、ステークホルダー管理システムの導入など）を図ること
  ができた。
4）新年度入塾者（継続利用含む）のアンケートから、「塾の方針
  に賛同して応募した」ことを志望の動機に挙げる保護者が多く
  （3/29時点で38名中15名）、取り組みの趣旨を保護者に浸透さ
  せることができたと考えている。

＜下半期に向けた改善点＞
1）ファンドレイジング体制の強化
2）学生ボランティア講師の増員
3）指導方法の改善（受け身の勉強から自分でコントロールする
   勉強へ）
4）業務の整理と報告経路の改善

■実施体制

◆運営スタッフ：3名（塾長、事務局2名）
◆ボランティア講師：66名（学生58名、社会人8名）
◆調理ボランティア：7名（塾生保護者含む）
◆食品衛生責任者：1名
◆メンタルケアボランティア：1名（精神保健福祉士）
◆食材・教材等運搬：1名
◆食材提供：東京ワセダロータリークラブ
◆教材協力：トレーニングペーパー
                  富士ゼロックス首都圏
                  ㈱私塾界
◆講師協力：学生講師インカレサークル「ステップアップルズ」


